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今年 で,当 セン ターが20周 年 を迎 えた ことは誠 に慶賀すべ きこ とで あ

る。「外 国語 研究 セ ンター」時代 は主 として全 学 の語学教 育 に力 点 が置

かれ て きた。筆 者 の任期 中 に,「 言語研 究 セ ンター」 と名称 を改 め,隣

接科学や文学 も含 めた言語 の総合的 な研究 とその応 用 としての言語教 育

の二本立 てに し,更 に,外 国語研究大会や語学教養 講座 を開催 した りし

て学外 に開かれ たセ ンターの あ り方 を模索 したので ある。 またr外 国か

ら学 者 を招待 して講 演会 を開 いた りし,活 動 の規 模 の拡大 を図 って き

た。

現代 の言語学 は拡散化時代 といわれ,言 語 の内部構造 の研 究 と同時 に

神 経学,心 理 学,人 類 学,哲 学,な ど広 い人間学 に深 く結 び付 い て い

る。 従 ってJ言 語学 と言語教 育 とは不即不離 の関係 にあ る と言わ ざるを

得 ない。 この ことか ら,言 語研究 は言語そ の ものの研究 と,謂 わ ぽ,応

用言 語学 としての母語教育や外 国語教 育 を含む言語教育 を包 含す る と言

うのが現代 的 な見方 であろ う。

言語 の理論 的研 究 も大切 ではあ るが,既 に述べた よ うに,他 の隣接 諸

科学 との関連 や,応 用言語学 としての言語教 育 と言 った幅広 い研究 を 目

指す べ きであ ろ う。 差 し当た り,言 語科学部 門 と応用言語学部 門の二 つ

に分 け,各 々が独立 した体制 を取 りなが ら,随 時情報交換 を し合 うこと

も必要 であろ う。

最新 の研究情報 を世界 各地 か ら集 め るために,外 国 か ら研究者 を招聴

しy客 員研究員 として所 員 と共 同研究 を した り,ま た研究所や大学院 で

講義 を して もら う。 この よ うに して,本 邦 で もユニークな 「国際言語研

究セ ン ター」 の実現 を 目指 すので あ る。

最近 の事務体制 の弱体化 は誠 に嘆 かわ し く,大 学側 に これ か らの構想
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をア ピール し,事 務体制 の強化 とともに,技 術員 を導入 し,LLの0層

の幅広 い活用 を 目指す必要 が あろ う。帰 国子女や社会 人の語学教 育 も今

後 の社会 に開かれた大学 の一環 としてのセ ソターのあ り方 を真剣 に考 え

て行 くべ きで あろ う。

arm-chairlinguistics(机 上 言語学)と 呼 ぽれ る狭義 の言語学研 究 だ

けに終始す ることは全学的 な言語研究 と言語教育研究 を推進 しよ うとす

る言語研究 セ ンターに は必要 ないので あ る。人間学,人 間教育学 を 目指

す総合的 な言語研究 を志向す る 「国際言語研究 セ ソター」 の設立 こそ こ

れ か らの時代 の要請 に合致す る もの であ る。

最後 に,一 つ提案 を して置 きた い。 それ は,当 セ ンターに研 究員制 度

を導 入す る ことで ある。 これ は以前 か ら構想 として運営委 員会 で話 し合

い に出 され て きた ことで あ る。即 ちr研 究員 は年 間2,3名 とし,希 望

者 は 「研 究 テーマ と構想」 をセ ソターに提 出 し,選 考 され る。選 ばれた

研 究員 は1-2年 間 は担 当 コマ数 は最 少 限 に し,研 究 に没 頭 で き,研 究

期 間が終 った ら研究報告 を提 出す る。勿論,相 当 の研究助成金 が支給 さ

れ る。 こ うい った研究員制 度を導 入す ることは本学 の言語(教 育)研 究

の質的 向上 に貢献す るであ ろ う。


